
令和元年度事業報告書 

 

Ⅰ 調査研究事業 

 外部有識者として、小林嶺道氏（東京理科大学名誉教授）と 

協議のうえ、法政大学大学院教授梅溪健治氏に対し、若年世代

の東京転出の現状と展望に関する調査研究について助成した。 

 

Ⅱ 普及事業 

   前年度事業の成果として、嘉悦大学の報告書冊子｢外国人労働

者と日本社会の変化に関する研究｣を関係機関に配布したほか、

インターネットにより公開、普及を図った。 

また、令和元年９月には公益財団法人日本租税研究会主催の租

税研究大会において、同年１１月には生活経済学会関東部会に

おいて、関係研究者等の参画の下、報告・討議が行われた。 



Ⅲ．会議に関する事項 

 次のとおり理事会及び評議員会を開催した。 

１、理事会 

第１５回 理事会（令和元年９月１１日開催） 

「議案」 

１、 平成３０年度事業報告書について 

２、 平成３０年度正味財産増減計算書・貸借対照表・同付属明細

書について 

３、 平成３０年度公益目的支出計画実施報告書について 

 

第１６回 理事会（令和元年１０月３０日開催） 

「議案」 

理事長及び常務理事の選任について 

 

第１７回 理事会（令和２年７月２１日開催） 

「議案」 

１、 令和元年度業務執行状況について 

２、 令和２年度事業計画及び同収支予算について 

３、 基本財産等の管理運用について 

 

２、評議員会 

第１３回評議員会（令和元年１０月９日開催） 

  「議案」 

    １、 平成３０年度事業報告書について 



２、 平成３０年度正味財産増減計算書・貸借対照表・同付属明

細書について 

３、 平成３０年度公益目的支出計画実施報告書について 

      ４、 理事・監事の選任について 

 

   第１４回評議員会（令和２年７月２１日開催） 

    「議案」 

１、 令和元年度業務執行状況について 

２、 令和２度事業計画及び同収支予算について 

３、 基本財産等の管理運用について 

 

Ⅳ 監査に関する事項 

   令和２年９月３日、令和元年度の業務執行、財産及び損益の状況等並び

に公益目的支出計画実施報告書について監事による監査を受け、適正にし

て相違ないと認められた。 

 

 

（注）業務報告の内容を補足する重要な事項はないので付属明細書は作成しない。 

 


